
「福岡県農林水産部土木工事共通仕様書の一部改正について（令和５年１０月）」新旧対照表 

新 旧 

第１編 共通編 

第２章 材料 ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第1節 ～ 第４節 ［略］ 

第5節 鋼材 

２－５－１  ［略］ 

２－５－２ 鋼材 

１． ～ ３． ［略］ 

４．鋳鉄品、鋳鋼品及び鍛鋼品 

（16）ＪＤＰＡ Ｇ 1053-2020（ALW形ダクタイル鋳鉄管） 記号 ＡＬ１、ＡＬ２、ＡＷ 

５． ［略］ 

２－５－３ ～ ２－５－７ ［略］ 

第６節 ～ 第８節 ［略］ 

第９節 合成樹脂製品等 

２－９－１ 一般事項 

１． 合成樹脂によるパイプ等の製品は、次の規格に適合したもの、又はこれと同等以

上の品質を有するものとする。 

（１） ～ （12） ［略］ 

（13）ＦＲＰＭ Ｋ111Ｌ （強化プラスチック複合管内挿用内圧管） 

第10節 ～ 第11節 ［略］ 

第12節 塗料 

２－12－１ ～ ２－12－３ ［略］ 

２－12－４ ダクタイル鋳鉄管塗装 

１．直管部 

内面 ＪＩＳ Ａ 5314 （ダクタイル鋳鉄管モルタルライニング） 

 ＪＩＳ G 5528 （エポキシ樹脂粉体塗料） 

 ＪＷＷ Ａ Ｋ 135（液状エポキシ樹脂塗料） 

 ＪＷＷ Ａ Ｋ 137（無溶剤形エポキシ樹脂塗料） 

外面 ＪＷＷ Ａ Ｋ 139（水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料） 

 ＪＤＰＡ Ｚ 2010（ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗装） 

 ＪＷＷＡ Ｇ 113（水道用ダクタイル鋳鉄管） 

２．異形管部 

内面 ＪＷＷＡ Ｋ 139（水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料） 

 ＪＤＰＡ Ｚ 2010（ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗装） 

 ＪＷＷＡ G 114（水道用ダクタイル鋳鉄管異形管） 

 ＪＩＳ G 5528（エポキシ樹脂粉体塗料） 

 ＪＷＷＡ K 135（液状エポキシ樹脂塗料） 

 ＪＷＷＡ K 137（無溶剤形エポキシ樹脂塗料） 

外面 ＪＷＷ Ａ Ｋ 139（水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料） 

 ＪＤＰＡ Ｚ 2010（ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗装） 

第１編 共通編 

第２章 材料 

第1節 ～ 第４節 ［略］ 

第5節 鋼材 

２－５－１ ［略］ 

２－５－２ 鋼材 

１． ～ ３． ［略］ 

４．鋳鉄品、鋳鋼品及び鍛鋼品 

［新設］ 

５． ［略］ 

２－５－３ ～ ２－５－７ ［略］ 

第６節 ～ 第８節 ［略］ 

第９節 合成樹脂製品等 

２－９－１ 一般事項 

１． 合成樹脂によるパイプ等の製品は、次の規格に適合したもの、又はこれと同等以

上の品質を有するものとする。 

（１） ～ （12） ［略］ 

［新設］ 

第10節 ～ 第11節 ［略］ 

第12節 塗料 

２－12－１ ～ ２－12－３ ［略］ 

２－12－４ ダクタイル鋳鉄管塗装 

１．直管部 

内面 ＪＩＳ Ａ 5314 （ダクタイル鋳鉄管モルタルライニング） 

 ［新設］ 

 ［新設］ 

 ［新設］ 

外面 ＪＷＷ Ａ Ｋ 139（水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料） 

 ＪＤＰＡ Ｚ 2010（ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗装） 

 ＪＷＷＡ Ｇ 113（水道用ダクタイル鋳鉄管） 

２．異形管部 

内面 ＪＷＷＡ Ｋ 139（水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料） 

 ＪＤＰＡ Ｚ 2010（ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗装） 

 ＪＷＷＡ G 114（水道用ダクタイル鋳鉄管異形管） 

 ［新設］ 

 ［新設］ 

 ［新設］ 

外面 ＪＷＷ Ａ Ｋ 139（水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料） 

 ＪＤＰＡ Ｚ 2010（ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗装） 



新 旧 

 ＪＷＷＡ Ｇ 114（水道用ダクタイル鋳鉄異形管） 

２．継手部 ＪＷＷＡ Ｋ 139（水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料） 

ＪＤＰＡ Ｚ 2010（ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗装）  

ＪＷＷＡ Ｇ 114（水道用ダクタイル鋳鉄異形管） 

ＪＩＳ G 5528 （エポキシ樹脂粉体塗料） 

ＪＷＷＡ Ｋ 135（液状エポキシ樹脂塗料） 

ＪＷＷＡ Ｋ 137（無溶剤形エポキシ樹脂塗料） 

第３章 施工共通事項  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第1節 ～ 第11節 ［略］ 

３－12－１ ［略］ 

１． ～ ８． ［略］ 

９． ［略］ 

表 3-12-1 溶融亜鉛めっき等の仕様 

塗装仕様 柱材、胴縁 金具 網線材径mm 網目mm 

溶融亜鉛めっき ＨＤＺＴ56－56μｍ ＨＤＺＴ49 3.2 56 

塩ビ被覆 ＨＤＺＴ56－56μｍ ＨＤＺＴ49 3.2 50 

めっき着色塗装 ＨＤＺＴ56－56μｍ ＨＤＺＴ49 3.2 56 

第13節 ～ 第21節 ［略］ 

第２編 工事別編 

第１章 ほ場整備工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第２章 農用地造成工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第３章 舗装工事、道路改良工事 ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第1節 ～ 第13節 ［略］ 

３－14－１ ～ ３－14－2 ［略］ 

３－14－3 ［略］ 

１． ～ ２． ［略］ 

３． ［略］ 

（１） ［略］ 

 １） ～ 16） ［略］ 

 17）受注者は、支柱用鋼管及び取付鋼板などに溶融亜鉛めっきする場合、その膜

厚をＪＩＳ  Ｈ8641（溶融亜鉛めっき）２種の（ＨＤＺＴ77）77μｍ（片面の膜厚）以

上としなければならない。ただし、厚さ3.2mm以上、６mm未満の鋼材については２

種（ＨＤＺＴ63）63μｍ以上、厚さ3.2mm未満の鋼材については２種（ＨＤＺT49）4

9μｍ（片面の膜厚）以上とするものとする。 

 18） ～ 21） ［略］ 

（２） ～ （３）［略］ 

３－14－４ ～ ３－14－７ ［略］ 

第４章 水路トンネル工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第５章 水路工事   ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第６章 排水路工事、河川工事 ※表記を改める［請負者→受注者］ 

 ＪＷＷＡ Ｇ 114（水道用ダクタイル鋳鉄異形管） 

２．継手部 ＪＷＷＡ Ｋ 139（水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料） 

ＪＤＰＡ Ｚ 2010（ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗装）  

ＪＷＷＡ Ｇ 114（水道用ダクタイル鋳鉄異形管） 

［新設］ 

［新設］ 

［新設］ 

第３章 施工共通事項 

第1節 ～ 第11節 ［略］ 

３－12－１ ［略］ 

１． ～ ８． ［略］ 

９． ［略］ 

表 3-12-1 溶融亜鉛めっき等の仕様 

塗装仕様 柱材、胴縁 金具 網線材径mm 網目mm 

溶融亜鉛めっき ＨＤＺ40－400ｇ／㎡ ＨＤＺ35 3.2 56 

塩ビ被覆 ＨＤＺ40－400ｇ／㎡ ＨＤＺ35 3.2 50 

めっき着色塗装 ＨＤＺ40－400ｇ／㎡ ＨＤＺ35 3.2 56 

第２編 工事別編 

第１章 ほ場整備工事 

第２章 農用地造成工事 

第３章 舗装工事、道路改良工事 

第1節 ～ 第13節 ［略］ 

３－14－１ ～ ３－14－2［略］ 

３－14－3 ［略］ 

１． ～ ２． ［略］ 

３． ［略］ 

（１） ［略］ 

 １） ～ 16） ［略］ 

 17）請負者は、支柱用鋼管及び取付鋼板などに溶融亜鉛めっきする場合、その付着

量をＪＩＳ  Ｈ8641（溶融亜鉛めっき）２種の（ＨＤＺ55）550g/㎡（片面の付着量）以

上としなければならない。ただし、厚さ3.2mm以上、６mm未満の鋼材については２

種（ＨＤＺ45）450g/㎡以上、厚さ3.2mm未満の鋼材については２種（ＨＤＺ35）350

g/㎡（片面の付着量）以上とするものとする。 

 

 18） ～ 21） ［略］ 

（２） ～ （３）［略］ 

３－14－４ ～ ３－14－７ ［略］ 

第４章 水路トンネル工事 

第５章 水路工事 

第６章 排水路工事、河川工事 



新 旧 

第７章 管水路工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第８章 畑かん施設工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第10章 フィルダム工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第11章 コンクリートダム工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第12章 ＰＣ橋工事   ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第13章 橋梁下部工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第14章 頭首工工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第15章 機場下部工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第16章 地すべり防止工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第17章 ＰＣタンク工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第18章 ため池改修工事  ※表記を改める［請負者→受注者］ 

第20章 推進工事   ※表記を改める［請負者→受注者］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 管水路工事 
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